平成20年度　小学校教員養成特別コース実地教育Ⅰオリエンテーション
                                                                           　　關　　浩和
１　教採対策について  原田コース長より説明があります。
２　実地研究Ⅰについて  
(１)　日程について
    ○　原則として，１１月１７日(月)～１２月１１日(木)。
      ・　各学校によって，開始・終了の日程が違うので注意してください。
(２)　実地研究Ⅰの内容について
  ①　学部での免許を取得するための教育実習の成果を生かして，公立小学校の教育全般について実　　　地に学び，教科指導，特別活動や総合学習の指導におけるより実践的な指導力・展開力を身に付　　　ける。                                            
 　 ○　国・社・算・理・生の中から３教科，音・図・体・家から２教科の授業を行う。          
　②　配属学級の指導教諭の教育活動をＡＴ（アシスタント・ティーチャー）として支援しながら，　　　保護者や地域からのニーズや課題に応じた特色ある教育実践がどのように行われているのか理解　　　する。                                            
　③　上記の教育実践活動を通じて自らの研究課題の解決に向けた取組を行う。  
　　第１週：教科指導，特別活動と総合学習のＡＴとして補助
　  第２週：教科指導の実習（２教科：学習指導案を作成する）
　　　　　　特別活動と総合学習のＡＴとして補助
    第３週：教科指導の実習（２教科：略案で可）
            略案････ＭＴで作成するレベルの学習指導案です。
　　　　　　特別活動と総合学習のＡＴとして補助
    第４週：教科指導の実習（２教科：略案で可），研究授業の実施（１教科：学習指導案）
　　　　　  特別活動と総合学習のＡＴとして補助
○　教科指導の実習について
      ・  実地研究Ⅰでは，７教科。（研究授業１教科を含む）
      ・　選択する教科は，原則を示しているだけで，研究テーマに即して選択してください。
      ・　学習指導案の配布(対象者及び配布時期)は，連携協力校のメンターの指示に従うこと。
    ○　研究授業の実施について
      ・　連携協力校のメンターと実習担当者と相談して決定すること。
　　　・　授業参観や研究協議の参加規模等については，連携協力校に決めてもらうこと。
　　　・　研究授業全般に関しては，チームコンサルテーションでの話題とすること。　
      ・　日程の調整，修学指導教員への連絡・調整を確実にすること。
(３)　チーム・コンサルテーションについて
    ○　修学指導教員とメンターの希望を聞いて，実習生が曜日や日時を調整すること。
・　特に２名以上の実習生がいる学校は，調整が必要です。
    ○　修学指導教員が学校訪問をする時間帯は，１６：００～１７：００が基本となります。
      ・　教科指導実習や研究授業に訪問する場合は，時間設定が異なります。
(４)　実地研究リフレクションセミナーについて
    ○　毎週，金曜日に実施します。原則，３時限に設定されています。
                                   各ゼミごとに相談をしておくこと。
○　金曜日に開講される科目を選択している学生は，開講時間帯を確認しておくこと。
　・　教育実地基礎研究Ⅱ（教育実践研究法の研究）　
３　実地研究Ⅰの事後指導＆実地研究Ⅱオリエンテーションについて
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４　学習指導案について
(１)   学習指導案の形式について
　基本的形式(次のような内容を含むこと)
１　単元名（題材名）
２　日時　　年　月　日（　）　　第　校時　　：　　～　　：　
３　対象学年・組　　　年　　組（男子　名，女子　名　計　　名）
４　単元の目標
５　単元設定の理由
  ・　児童観・教材観・指導観を詳細に記述すること。
  ・　児童観には，対象となる学級の児童の様子や指導する教科や内容に関する実態調査の結果をふ　　　まえた内容を入れる。
  ・　教材観は，学習指導要領の目標や内容とどのように関連しているのか，選択した教材は，どの　　　ような意図があるのかを記述する。
  ・　指導観は，本時でどのような教材を用いて指導を行っていくかを具体的に記述する。
６　単元の指導計画（全　時間）
  第一次                      ････　　
　第二次                      ････　　(本時　／　）
　第三次　                    ････
７　本時の学習
(１)　本時の目標
(２)　展開
	        　学習活動
	    指導の意図と手立て　　　
	　　　評価の観点

	
	
	


    ・　展開部分の形式は，それぞれの連携協力校の形式に準じて変更してください。
(２)　略案について
　　・　単元設定の理由を省略した指導案である。
１　単元名（題材名）
２　日時　　年　月　日（　）　　第　校時　　：　　～　　：　
３　対象学年・組　　　年　　組（男子　名，女子　名　計　　名）
４　単元の目標
５　単元の指導計画（全　時間）
  第一次                      ････　　
　第二次                      ････　　(本時　／　）
　第三次　                    ････
６　本時の学習
(１)　本時の目標
(２)　展開
	        　学習活動
	    指導の意図と手立て　　　
	　　　評価の観点

	
	
	


    ・　展開部分の形式は，それぞれの連携協力校の形式に準じて変更してください。
○　教科指導の実習を実施する場合の留意事項
　・　自分の研究テーマを常に意識して実習を行うこと。      実習教科を広げすぎないこと。
  ・　発問と板書計画を立案しておくこと。                       焦点化する。
　・　学習指導案をさらに，詳細な展開（発問や指示，板書計画を明示したもの）を示した細案を準　　　備しておくこと。
　・　ビデオカメラで記録をしておくこと。（実習生同士で撮影あるいは三脚で固定撮影）
　・　学習指導案は，事前に準備しておき，配布することを忘れずに。　
５　ｅ－ポートフォリオについて
○　１１月１７日（月）使用できる予定です。
　・　現在のＭ２生は，システムが構築されたところです。ですから，強制的に活用を求めるわけで　　はありません。
　・　ｅ－ポートフォリオを活用してみようと思う人は，アクセスして活用してください。
  ・　ｅ－ポートフォリオについて，質問があれば担当の關か加藤先生まで問い合わせてください。















- 2 -

